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期末試験が終わり、２学期の成績いかに、と気になる中、日本聖公会 神戸聖ミカエル教会にて高校クリスマス

礼拝が 12月 11日（１・３年生）と 12日（２年生）、各学年前半クラスと後半クラスの計６回に分けて行われま

した。プレゼントをもらって嬉しいな、というクリスマスから、人のためになにかをささげることを喜ぶクリス

マスへ、という呼びかけのもと、多くの献金がささげられました。複数の福祉施設や関連団体に寄付されます。 

 

１年生 
 

春のイースター礼拝に続き、二度目のミカエル教会。道に迷うことなく集まれたようです。途中、実際の音源を

流すという工夫がされたメッセージに、興味深く聞き入っていました。 
 

   
 

   
 

メッセージ 

自分にとっての受胎告知は、愛する妻が身ごもったという喜ばしいものでした。しかしま

だヨセフと婚約中だったイエスの母マリアにとっては、ムリーリョの絵「受胎告知」が暗

示するように、困惑に満ちたものでした。それでも聖霊の呼びかけに信仰を持って「お言

葉どおり、この身に成りますように」（ルカ 1:38）と、すべてを神様にゆだねました。こ

の応答とつながるのが、ビートルズの Let It Beです。超人気ロックバンドとなって多忙

となる中、問題が生じ解散へと向かう苦悩の末、ポール・マッカートニーはこの曲を作り

ました。“When I find myself in times of trouble, Mother Mary comes to me, speaking 

words of wisdom, Let it be,”（私が問題を抱えていると、母メアリー（ポールの母メアリーと

も、聖母マリアとも読める）が知恵のことばをもって近づいてくる。あるがままに。）For though they may be parted, 

there is still a chance that they will see.（離ればなれになっているようにみえても、また会えるチャンスはある。）

神にすべてをゆだねる生き方をしましょう。 
 

３年生 
 

兵庫県代表として全国レベルの活躍をしたトップアスリートたちをはじめ、多くの分野でがんばった３年生とし

ては最後のクリスマス礼拝。それぞれの思いが詰まった高校生活を神に感謝しつつささげられた礼拝でした。 
 

   

与える喜び 

神戸国際大学附属高校 

クリスマス礼拝 2017  Anno Domini 
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メッセージ 

聖書の書かれた時代には天使が頻繁に現れているのに、現在は、見方によっては教会が

各地で建ってから現れなくなった、という考え方があります。しかしそれはちがいます。

このミカエル教会がそうであるように、天使の名で建てられている教会があり、神の力

が働いている今、天使は現れて待ち構えているのに、人はそれに気づかないだけなので

す。ある戦争難民の少女は、故郷でクリスマスを祝ったこともなければ、存在すら知り

ませんでした。新しい地で「クリスマスって何？」との問いに、「プレゼントをもらう

日」「恋人と過ごす日」「イエスの誕生を祝う日」と、級友や先生は少女に教えますが、

いまひとつ伝わりません。するとその少女、「分かった、みんなにとって嬉しい日なの

ね」と。美しい答えです。先に挙がったすべてを受け止め、かつ言い当てている。天使も「民全体に与えられる

大きな喜び」と語りました（ルカ 2:10）。ある人は、「最も長く時間をともに過ごした５人の平均があなただ。そ

して成功とは、普通のことを並外れてうまくやることだ。」と言いました。みなさんは家族や友人や教師、そし

てミカエルの学校で天使とともに、イエスとともに、過ごしています。そして、今やだれもが祝うようになった

クリスマスを、並外れてうまく祝ってはいかがでしょか。 
 

 

２年生 
 

「ぼくは１年間の中で、献金をささげるときの、きみたちの笑顔が一番好きです。」（本校宗教主事） 
 

   
 

   
 

メッセージ 

進学、就職、結婚。人生にはさまざまな節目がありますが、とくにつらいのは肉親との別

れです。私は２０代で母を亡くしました。病床でイエス様を受け入れた母とともに過ごし

た最後の数ヶ月間は忘れられません。母が亡くなったときの年齢に私が達した年、東日本

大震災。本校で働いていた私はこの節目に、キリスト教をもっと勉強してキリストのため

に働く決心をした。それまでも神様からの呼びかけはあった。自分には無理だ、無理だ、

無理だ、と思ってきた。でもこの節目にと、早期退職をして神学校へ。卒業と同時に、母

が世話になっていた鹿児島の教会の牧師が事故死、自分が招かれ、１年間仕えたのち、神

戸に戻ってきました。すると本校で理科の教師が必要とのことで、再度教壇に立たせてい

ただいています。聖書にも、あきらめない生き方をした人たちが描かれています。たった１節だけ、イサクが祈

ったら妻のリベカが身ごもった（創世記 25:21）という記述がありますが、前後の文脈から、祈りが答えられる

まで 20年かかったことが分かります。幼子イエスを訪ねた東方の博士は、1600キロの道のりをはるばるバビロ

ンからやってきました。BC600 年頃のダニエルの預言を学び、メシア（キリスト）に会うまであきらめないで

求め続ける生き方をしました。奴隷解放のために戦ったリンカーン大統領は、貧しい家に生まれ、事業に失敗し、

選挙に落選してもあきらめませんでした。人の死に際の後悔で最も多いのが、もっと自分らしく生きればよかっ

た、というものだそうです。インドの童話に登場する「割れた壺」は、完璧な壺のようには、水をすべて主人に

届けられません。しかし、亀裂ゆえにもれた水によって、しもべが蒔いた種から芽が出て、道沿いに美しい花が

咲いたのです。授業で聖書を学んでいるみなさん、個人でも聖書を読んでください。あなたは高価で尊（たっと）

いと聖書は語ります（イザヤ 43:4）。高価で尊いあなたは、自分らしく、あからめない生き方をしてください。 
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Ich steh an deiner Krippen hier, 
O Jesulein, mein Leben; 
Ich komme, bring und schenke dir, 
Was du mir hast gegeben. 
Nimm hin!  Es ist mein Geist und Sinn, 
Herz, Seel und Mut, nimm alles hin. 
Und laß dirs wohlgefallen! 
 
Weihnachts-Oratorium, Johann Sebastian Bach 
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